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o長崎県認定こども園の認定等に関する規貝u

改正

平成 18年 12月 26日長崎県規貝」第54号

平成20年 4月 25日規則第20号

平成24年 3月 23日規貝u第 11号

平成29年 2月 3日規貝ll第 1号

長崎県認定こども園の認定等に関する規則をここに公布する。

長崎県認定こども園の認定等に関するえ見貝u

目次

第 1章 総則 (第 1条・第 2条)

第 2章 認定こども園の認定要件 (第 3条―第 8条)

第 3草 認定こども園の認定手続等 (第 9条―第14条 )

附則

第 1申 総則

(趣旨)

第 二条 この規貝uは、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律 (平成 18年法律第77号。以下
「法」という。)、 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律施行規則 (平成26年内閣府 。文部科

学省・厚生労働省令第 2号。以下「省令」という。)及び長崎県認定こども園 (条例第 3条各号に掲げる認定こども園をいう。以

下同じ。)の認定要件に関する条例 (平成 18年長崎県条例第64号。以下「条例」という。)に定めるもののほか、認定こども園

(条例第 3条各号に掲げる認定とども園をいう。以下同じ。)の認定等に関し必要な事項を定めるものとする。
(定義)

第 2条 この規則で使用する用語の意義は、法及び条例で使用する用語の例による。

第 2軍 認定こども園の認定要件

(職員の資格)

第3条 認定こども園の長は、条例第 5条第 1項に掲げる能力を有するほか、学校教育法施行規則 (昭和22年文罰省令第11号)第
20条、第21条若しくは第22条に掲げる資格を有する者又は健全な心身を有し児童福祉事業に熱意のある者でなければならない。

2 条例第 5条第 3項ただし書に規定する規則で定める要件は、幼稚園の教員免許状又は保育士の資格のいずれかを有していること
とする。

3 条例第 5条第4項ただし書に規定する規貝uで定めるところにより、保育士の資格を有すぅ者を学級担任とすることができる場合
は、次に掲げる要件のいずれも満たす場合とする。

(1)意欲、適性、能力等を考慮して適当と認められる者であって、幼稚園の教員免許状の取得に向けた努力を行っている場合

(2)認定こども園の認定を受けた日から3年 (当分の間、相当期間にわたり幼稚園の教員免許状を有する者の確保が困難である
場合に限り6年)以内に幼稚園の教員免許状を取得する場合

4 条例第 5条第 5項ただし書に規定する規貝uで定めるところにより、当該教育及び保育時間相当利用児の保育に従事する者とする
ことができる場合は、次に掲げる要件のいずれも満たす場合とする。

(1)幼稚園の教員免許状を有する者であつて、意欲、適性、能力等を考慮して適当と認められるもので、保育士の資格の取得に
向けた努力を行っている場合

(2)認定こども園の認定を受けた日から3年 (当分の間、相当期間にわたり保育士の確保が困難である場合に限り6年)以内に
保育士の資格を取得する場合

(施設設備)

第4条 条例第6条第 1項ただし書に規定するえ見貝uで定める要件は、次に掲げるとおりとする。

(1)認定こども図 (条例第 3条第 1号イ (イ)に規定するものを除く。第 3号において同じ。)を相成する幼稚園及び保育機能
施設の子どもが日常的に合同して活動することが可能であること。

(2)子どもに対する教育及び保育の適切な提供が可能であること。

(3)認定こども園を構成する幼稚園及び保育機能施設の用に供される建物等の距離が、子どもが通常徒歩により移動できる範囲
であること。

(4)子どもの移動が、精神的及び肉体的に負担とならない移動方法及び移動時間により行われ、当該移動時の安全が確保されて
いること。

(5)子 どもに対する教育及び保育の提供に関して、定期的に情報交換の場を設ける等幼稚園及び保育機能施設の職員の連携が図
られること。

2 条例第6条第 6項ただし書に規定する

'見

貝uで定める要件は、次に掲げるとおりとする。

(1)子どもが通常徒歩により移動できる範囲にあり、当該移動時の安全が確保されていること。

(2)子どもが安全に利用できる場所であること。

(3)利用時間を日常的に確保できる場所であること。

(4)子どもに対する教育及び保育の適切な提供が可能な場所であること。

(5)条例第 6条第 5項の規定による屋タト遊職場の面積を満たす場所であること。
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3 条例第 6条第 7項に規定する規則で定める要件は、食事の提供に必要な加熱、保存等の調理機能を有する設備を備えることのほ

か、次に掲げるとおりとする。

(1)子どもに対する食事の提供の責任が当該認定こども園にあり、その管理者が、衛生面、栄養面等業務上必要な注意を果たし

得るような体制及び調理業務の受託者との契約内容が確保されていること。

(2)当該認定こども園又は保健所、市町等に配置されている栄養士により、献立等について栄査の観点からの指導が受けられる

体制等が確保されていること。

(ョ )第 1号の受託者は、認定こども国における給食の趣旨を十分に認識し、衛生面、栄養面等、調理業務を適切に遂行できる能

力を有する者であること。

(4)子どもの年齢及び発達の段階並びに健康状態に応した食事の提供、アレルギーやアトビr等への配慮(必要な栄養素量の給

与等子どもの食事の内容、回数及び時機に適切に対応できるものであること。

(5)食々通した子どもの健全育成を図る観点什ら、子どもの発育及び発達の過程に応じて食に関し配慮すべき事項を定めた食育

に関する計画に基づき食事を提供すること。

(教育及ぴ保冑の内容)

第5条 条例第7条に規定する

'瀬

lJで定めるものは、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準 (昭和23年厚生省令第63号)第35

条の規定に基づき厚生労働大臣が定める指針 (以下「保育所保育指針」という。)とする。

2 条例第7条 Iと規定する規貝uで定める内容は、刷表に掲げるとおりとする。

(保育者等の資質の向上の留意事項)

第6集 条例第8条に規定する規貝llで定める事項は、次に掲げるとおりとする。

(1)子どもの教育及び保育に従事する者は、自らがその資質の向上に努めることができるよう配慮すること。

(2)日々の指導計画の作成、教材準備、研修等に必要な時間を確保するため、年睡の時間及び休業日の活用、非常勤職員の配置

等の様々な工夫を行うこと。

(3)幼稚園の教員免許状を有する者と保育士の資格を有する者との相互の理解を図ること。

(4)認定こども国の長及ぴ職員に対する研修について当該認定こども国の適切な内外の研修計画を作成し、及び実施するととも

に、当該研修の機会の確保を図るため、勤務体制の組立て等に配慮すること。

(5)前号に掲げるほか、認定こども国の長に対して、認定こども園を一つの園として多様な機能を一体的に発揮させる管理源営

能力、地域の人材及び資源を活用していく調整能力等の向上を図ること。

(子育て支援事業の留意事項)

第 7条 条例第 9条第 1項に規定する規則で定める事項は、次に掲げるとおりとする。

(1)子育て支援事業の実施に当たつては、原則として専任職員を配置するとともに、保護者の子育て力を高め、及び地域におけ

る子育て支援体制の允実を図る観点に立つて、地戦の全ての子ども及び保護者を対象として実施すること。

(2)地域における子育てに対する必要性及び状況を踏まえ、少なくとも省令第2条第1号及び第2号に規定する事業 週々3日以

上実施することとし、実施に当たうては、事業実施計画を作成すること。

(3)子どもの教育及び保育に従事する者が研修等により子育て支援に必要な能力を涵養し、その専門性と資質を向上させていく

とともに、専門機関等と連携する等様々な地域の人材及び社会資源を活かしていくこと。

(保険への加入)

第 8条 条例第10条第 8号に規定する補償を円滑に行うため、認定こども園においては適切な保険又は共済制度に加入するものとす

る 。

第 3車 認定こども園の認定手続等

(認定の申請書)                                            :
第 9条 法第 4条第 1項に規定する申語書は、認定こども園認定申請審 (様式第 1号)によるものとする。

2 知事は、法第 3条第 1項又は第 3項の規定に基づき認定こども園の認定をした場合は、その相手方に対し、認定こども園認定書

(様式第 2号)を交付するものとする。

(認定の取消通知書)

第10魚 知事は、法第 7条第 1項の規定により認定こども図の認定の取消しを行つた場合は、当該認定こども園の設召L者に対し、認

定こども園認定取消通知書 (様式第 3号)により通知するものとする。

(運営の状況に関する報告書)

第1■条 省令第29条に規定する報告書は、運営状況報告書 (様式第 4号)によるものとする。

2 省令第29条に規定する知事の定める日は、毎年 5月末日とする。

3 省令第29条第 2号に規定する知事が定める事項は、次に掲げるとおりとする。

(1)職員の配置及び資格に関すること。

(2)施設設備の状況に関すること。

(3)食事の提供の状況に関すること。        ′

(4)教育及ぴ保育の内容に関すること。

(5)保育者の資質の向上等に関すること。

(6)管理渾営等に関すること。
4 省令第29条第3号に規定する知事が定める事項は、次に掲げるとおりとする。

(1)教育及び保育の目標並びにその主な内容に関すること。

(2)子育て支援事業に関すること。

(認定こども園の廃止届出)

第■2条 認定こども国の設置者は、当該認定こども園を廃止しようとするときは、その 1月 前までに認定こども園廃止届出書 (様式

第 5号〕により、知事に届け出なければならない。

2 前項の規定による届出をする場合は、事前に当該認定こども園に在籍している子どもの保護者に対して、当該認定こども図の廃

止について十分に説明しなければならない。
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(変更の届出書)

第■3条 法第29条第 1項の規定による変更の届出書は、認定こども園変更届出書 (様式第 6号)によるものとする。

(委任)                                    ′

第1犠 この規貝llに定めるもののほか、法及び条例の施行に関し必要な事項は、知事が別に定める。

附 則

この規貝lJは、公布の日から施行する。

附 則 (平成20年規貝lJ第20号)

この規則は、公布の日から施行する。

附 則 (平成24年 3月 23日規則第11号 )

この規則は、平成24年 4月 1日から施行する。

附 則 (平成29年 2月 3日規貝u第 1号 )

この規貝lJは、平成29年 2月 3日から施行する。

Page 3 of13
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劇猥 (第 5条関係)｀

1 教育及び保育の基本及ぴ目標

認定こども国における教育及び保育は、0歳から就学前のすべての子どもを対象とし、一人一人の子どもの発達の過程に即し

た援助の一貫性及び生活の連続性を重視しつつ、満 3歳以上の子どもに対する学校教育法第23条各号に掲げる日標の達成に向け

た教育の提供と、家庭において養育されることが困難な子どもに対する保育の提供という三つの機能が一体として展開されなけ

ればならない。

このため、認定こども図は、次に掲げる幼稚園教育要領及び保育所保育指針の目標が達成されるように教育及び保育を提供し

なければならない。

(1)十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な欲求を適切に満■し、生命の保持及び情緒

|の安定を図るようにすること。

(2)健康かつ安全で幸福な生活のための基本的な生活習慣や態度を育て、健全な心身の基礎を培うようにすること。

(3)人 とのかかわりの中で、人に対する愛情と信頼感、そして人権を大切にする心を育てるとともに、自立と協同の態度及び

道徳性の芽生えを培うようにけること。

(4)自然などの身近な事象への興味や関心を育て、それらに対する豊かなI酪や思考力の芽生えを培うようにすること。

(5)日常生活の中で、言葉への興味や関心を育て、喜んで話したり、聞いたりする態度及び豊かな言葉の感覚を養うようにす

ること。

(6)多様な体験を通して豊かな感性を育て、創造性を豊かにするようにすること。

認定こども国は、この教育及び保育の目採を達成するため、子どもの発達の状況等に応じ、より具体化した教育及び保育の

ねらい及び内容を定め、子どもの主体的な活動を促し、乳勤児期にふさわしい生活が展開されるように環境を構成し、子ども

が発達に必要な体験を得られるようにしなければならない。

2 認定こども園として配慮すべき内容

1に掲げる認定こども国における教育及び保育の基本及び目標に加え、認定こども国における教育及び保育は、次に掲げる認

定こども園として西己慮すべき内容を含むものでなければならなt｀。
「 (1)当 該認定こども国の利用を始めた年齢の相違により集団生活の経験年数が異なる子どもがいることに配慮する等、0歳か

ら就学前までの一貫した教育及び保育を子どもの発達の連続性を考慮して展開していくこと。

(2)子どもの1日の生活の連続性及びリズムの多様性に配慮するとともに、保護者の就労状況等の生活スタイルを反映した子

どもの利用時間及び登園日数の相違を踏まえ、一人一人の子どもの状況に応し、教育及び保育の内容について工夫を行うこ

と。

(3)教育時間相当利痛児並びに教育及び保育時間相当利用児に共通の4時間程度の利用時間 (以下「共通利用時間」とい

う。)において、幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行う教育活動の充実を図ること。

(4)保護者及び地域の子育て力を高める観点に立って予育て支援事業を実施すること。

3 教育及び保育の計画並びに指導計画

認定こども園における教育及び保育については、2に掲げる認定こども国として配慮すべき内容を踏まえつつ、園として目指

すべき目標t理念及び運営の方針を明確にしなければならない。また、認定こども園においては、教育及び保育を一体的に提供

するため、次に掲げる事項に留意して、幼稚園における教育課程及び保育所における保育計画の双方の性格を併せ持つ教育及び

保育に関する全体的な計画を編成するとともに、年、学期、月、週、日々の指導計画を作成し、教育及び保育を適切に展開しな

ければならない。

(1)教育時間相当利用児と教育及び保育時間相当利用児がいるため、指導計画の作成に当たり、子どもの 1日の生活時間に配

慮し、活動と休息、緊張感と解放感等の調和を図ること。

(2)共通利用時間に→ける教育及び保育のね,い及び内容については、幼稚園教育要領及び保育所保育指針に基づき実施し、

指導計画に定めた具体的なねらいを達成すること。

(3)家庭や地域において異年齢の子どもとかかわる機会が減少していることを踏まえ、満 3歳以上の子どもについては、同一

学年の子どもで編制される学級による集団活動とともに、満 3歳に満たない子どもを含む異年齢の子どもによる活動を、認定

とども国のそれぞれの工夫で、子どもの発達の状況の相違にも固こ慮しつつ適切に組み合わせていくことが望ましいこと。

(4)受験等を目的とした単なる知識や特別な技能の早期獲得のみを目指すような、いわゆる早期教育となることのないように

配慮すること。

4 園舎、保育室、屋外遊戯場、遊具、教材等の環境の構成

認定こども園における図舎、保育室、屋タト遊戯場、遊具、教材等の環境の構成に当たっては、次に掲げる事項に留意しなけれ

ばならない。

(1)満 3歳に満たない子どもを含む就学前までの様々な年齢の子どもが利用するためt子どもの発達の特性を踏まえ、満 3歳

に満たない子どもについては特に健康、安全及び発達の確保を十分に図るとともに、満 3歳以上の子どもについては集団によ

る活動の充実、異年齢の子どもによる交流等が図られるよう工夫すること。

(2)利用時間が異なる多様な子どもがいることから、地域、家庭及び認定こども園における生活の連続性の観点から、子ども

の生活が安定するようと日の生活のリズムを整えるよう工夫すること。特に満 3歳に満たない子どもについては睡眠時間等の

個人差に配慮するとともに、満 3歳以上の子どもについては集中して遊ぶ場と家庭的な雰囲気の中でくつろぐ場との適切な調

和等の工夫を行うこと。

(3)共通利用時間については、子ども下人T人の行動の理解と予測に基づき計画的に環境を構成するとともに、集団とのかか

わりの中で、自己を発揮し、子ども同士の学びあいが深まり広がるように子どもの教育及び保育に従事する者のかかわりを工

夫すること。

(4)子どもの教育及び保育に従事する者が子どもにとつて重要な環境となつていることを念頭に置き、子どもとその教育及び

保育に征事する者の信頼関係を十分に築き、子どもとともによりよい教育及び保育の環境を創造すること。

5 日々の教育及び保育の指導における留意点

認定こども園における日々の教育及び保育の指導に際しては、次に掲げる事項に留意しなければならない。

抽げ //aSa.dahcttho電 .asp.lgwa=ljP/newsearchノ SrPrF12/五it 2020/03/18
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(1)0歳 から就学前までの子どもの発達の連続性を十分理解した上で、生活や遊ぴを通して総合的な指導を行うこと。

(2)子 どもの発連の個人差、施設の利用を始めた年齢の相違等による集団生活の経験年数の差、家庭環境の相違等を踏まえ、
一人一人の子どもの発達の特性や課題に十分留意すること。特に満 3歳に満たない子どもについては、大人への依存度が桓b
て高い等の特性があることから、個別的な対応を図ること。また、子どもの集団生活への円滑な接続について、家庭との連携

協力を図る等十分留意すること。

(3)と 日の生活のリズム及び利用時間が異なる子どもが一つの施設で過ごすことを踏まえ、子どもに不安や動揺を与えないよ
うにする等の配慮を行うこと3

(4)共通利用時間においては、同年代の子どもとの集団生活の中で遊ぴを中心とする子どもの主体的な活動を通して発達を促
す経験が得られるように、環境の構成、子どもの教育及び保育に従事する者の指導等を工夫すること。

(5)乳幼児期の食事は、子どもの健やかな発育及び発達に欠かせない重要なものであることから、望ましい食習慣の定着を促
すとともに、子ども一人一人の状態に応した損取法や摂取量のほか、食物アレルギー等への適切な対応に配慮すること。ま
た、楽しく食べる経験や食に関する様々な体験活動等を通して、食事をすることへの興味及び関心を高め、健全な食生活を実

践する力の基礎を培う食育の取り組みを行うこと。さらに、利用時間の相違により食事を摂る子どもと損らない子どもがいる
ことにも配慮すること。

(6)午睡は生活のリズムを構成する重要な要素であり、安心して眠ることのできる環境を確保するとともに、利用時間に相違
があることや、睡眠時間は子どもの発連の状況や個人によつて差があることから、一律とならないょう配慮すること。

(7)子 どもの健康状態、発達の状況、家庭環境等から特別に配慮を要する子どもについて、一人一人の状況を的確に把握し、

専門機関との連携を含め、適切な環境の下で健やかな発達が図られるよう留意すること。

(8)家庭との連携においては、子どもの心身の健全な発連を図るために、日々の子どもの状況を的確に把握するとともに、家

庭と認定こども園とで日常の子どもの様子を適切に伝え合い、十分な説明に努める等、日常的な連携を図ること。その際、職
員間の連絡及ぴ協力体制を築き、家庭からの信頼を得られるようにすること。 ィ

また、教育及び保育活動に対する保護者の積極的な参加は、保護者の子育て力の向上に寄与するだけでなく、地域社会におけ
る家庭ゃ住民の子育て力の向上及び子育て経験の継承につながることから、これを促すこと。その際卜保護者の生活スタイルが

異なることを踏まえ、すべての保護者の相互理解が深まるように配慮すること。
6 小学校及び義務教育学校における教育との連携

認定こども園は、次に掲げる事項に留意して、小学校及び義務教育学校における教育との連携を図らなければならない。

(1)子 どもの発達及び学びの連続性を確保する観点から、小学校及び義務教育学校における教育への円滑な接続に向けた教育
及び保育の内容の工夫を図り、連携を通した質の向上を図ること。

(2)小学校及び義務教育学校における教育との連携、接続においては、地域の小学校等との交流活動や合同の研修の実施等を

通し、認定こども園の子どもと小学校等の児童及ぴ認定こども図と小学校等の職貝同士の交流を積極的に進めること。

(3)すべての子どもについて指導要録の抄本、写し等の子どもの育ちを支えるための資料の送付により連携する等教育委員
会、小学校等との積極的な情報の共有と相互理解を深めること。

7 食育の推進

認定こども園は、次に掲げる事項に留意して、食育の推進を図らなければならない。

(1)知事が別に定めた『長崎県食育推進計画」を踏まえ、教育及び保育計画に湮動した食育計画を策定するとともに、食育に

関する指導を行う食育担当者を配置し、食育を推進する体制を整えること。

(2)当該認定こども園が定めた食育計画に基づき、給食等の実施にあたつては地産地消の推進等を通して、地域に対する関心
が深められるよう配慮すること。

httP://asa.dttichhoL.asp。 lgwa]lljpれewsearcVSrPrF12角岨t 2020/03/18
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様筑第■号 (第 9条関係)

等  月  露

長購熟知事 様

縦世警 住 麟

氏 名 路と

t享去人にあつて館名碑」tぴ代表着氏名〉

魏挙競舎子ども争こ議懸すI,教育、繰育等の緯舎自もな提供鍮雑選とこ灘する法練 〔率威生患竿族律第77号)第 離条筆

票め懇定を受|す 走いぬで終腕族舞4条第 二項霊)規定4こ よ學韓麟採書標警瀑えて学議します憩

器 定 こ ど も 題 露、 定 事 講 書

寵

盤定こども顆め,曇 称

総定こども理の

長の氏名

認定こども囲つ額壼
繊離田理 ・ 燥斎所製 。 地方裁量翌

(績当するも鰺とこひユ

事業園蜂予定年月綴 隼   掲   目

盤定こと
yも

路警
構I寵する施設

―

(名  称)

〔所 在 麹〉              1
〔種  類) 幼機i錮 '爆育所 (旗当するもつとこ◇ユ

〔経営主体)              (露 可定員)   A
モ恙  線,               t
〔所 在 地)

(種  類) 律育機譲麹設
(趣螢主体 ) そ癌閣定負)   人

刺漁尋定員

躁背を必要とする手ど色 (璃 3餓未溝夢 入

i暑育を必要とする子ども (漕 羞二職板主〕 入

保育を必要とする手ご聰以外め子ども 〔漕 3驚以上, 入

昔 幹 入

と 教育及ぴf暴育つ目標や理念 篭報が不足する場書:ま諄よ紙章こ絶報

'

2 T鞍斎及びf黒 育めれら与帝及び凸森 モ相が手是する尋番は剛毅に羅戦〕
教育叉こま線育の

風様晟ぴ主テ成角審

h中 ://asa.函 ic側随電.asp.lgwailjlれewsearcVSrPrF12れ こt 2020/03/18
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―
審
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3 醜1騒 掘数 Ⅲ脚録魯孝関

簿学年の教育懇数  年臨   題

藤i戦時麓

二華 霞  :  ～ :   モ激背時掃韓  :  ～

・生郎理露  :  ～ |   く鞍奮時間  !  ～

・そ勢絶  :  ～ :   く教育時閣  :  ～

体霞穏 毎理 H議 霞、  潟  翔～  爵  脚

・操背を懸要とする子ども以碁r,子 ど鏃拿こ姑すメ瀞長期体業

月  口～

月  層～

(逮 1)子育て交機寺こるいては、′夕輩くなと書金籍2条葬と号及ぴ繁裁号盟縦定する事業を行うこととし、その
内容を記載すを,こ と鱒

:添持書類Ⅲ

(1桜 職民の建置及ぴ資絡

(2' 施設設驚め繊規

(3)● 1 食事め提繊・雛画書

〔金〕-2 査事の発鬱モ抒}顧書 (捧癖搬入舎嬌書,

(3)… 3 食事T,提千幾船顧審 モ白磯講理で翻襲兼秘を挙誕する鍮昔ユ

〔4夕

' 
議育淡ぴ1摯育めぬ容     ム            i

(愚 〉 繰育警め費鷲の向上等

(6)子育て支撥事業麟と画書

(T, 管理選瞥等

(3)その趣鋒事デザ葛必要と定める書導
担当警機 。最ザ磐1

連絡先

》

〉

)

餌

　

霞

周

月

月

月
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様式第 2号 (第 9条関係)

諄 号

繊最者 盛 所

氏 峯

(法・人にあってrま墓鵞l魔ぴ代裁警監牢重〉

等 刃 爾付とすで申鑽のあつた縛定こ逸rも囲毎設置とこつ浄ゝて∫ま、理逮鉾前鈴子どもそこ鶴霞する教育、保青等

の総合的な維連の提携権鰯する機筆第a粂第 項の規定とこ嵐珍下記めとおり線定する軽

等   )尊    露

長

"野

暴知事

醒 定 通 ギ 尊 簿 躍 定 書

紀

秘定こども固分名稗

盤定とども麟④

長の氏堪

継定こども翻幹類整 麟』帝睦田型 ・ 絲首所型 地方裁量製

事業藤始拝嘉爾 年   月   霞

需定こど患繭を
構F虚すガ争絶識

〔薦 在 地)

〔穏  顛〉 ギ心
'〕

稚麟 ・ 繰育所

(すずF在 地)

(種  類,

認定こども固T'定員

操育を芝、要とする予ども
八

機 3識差溝 入

滴 3織嶽と 入

上記以外の手ご懲
人

濃 3織以上 Å

合 船

h中://asa.d五 iぬ敵通 .aspllgwttjpれ ettetth/SrPrF12れ 五t 2020/03/18
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擦式第 3号 (第 10条関係)

識餓者

(議本に浄かつてこま名称及び代表著氏名)

就学講撥子どもとこ難韓する教育亀操育等の総舎鑢な盤進の機銀ほ簿目する事去篠第 7崇纂 lJ買第 壻r‐によ

り量簿辱定ことrも 鋼の機定を取り糖し走ので.下記のとおり通表置する毒

年  月  縛

畏埼蹂・共露事

譲

暑第

懇 定 こ ど も 機 認 定 験 機 通 角怒 書

斎

名

権

氏

機定こども錮の名称

鶴定取濃年月樹 好   月   日

縛定こども腱を
機威する麹岳貴

名
所
種

権

秘
地
類 幼維語 ・ 録育蔑

〔趣曽主体)

警
絶
錬

在
義
蔑
穣 保育機推施設
(経営主蘇ユ

線定駐濃理由

h中 :〃aS五&直m.asp.lgwanjpれewsearcvSrPrF12/と こt 2020/03/18
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様式第 4号 (第11条関係)

等  月  日

長備県共隠事

伊識熾警 性 所

氏 峯

〔濃入とこあつては基碑及びfく歳著氏名〉

観学競吟子ども建機する教育 fゝ摯育等の総合鶴な提携姶雑建に麟軒する越・雑 〔手爵鷺18年燃‐穏歳第 77号・l露 患条筆

項め認定を受とすた驚識に持いて、躍機第 30条縛 i項つ遠定:こ 嵐拳.運営の縦況ほギう予柱て茨つと基摯報告とます募

離

盛 定 こ ど も 翻 選 曽 殺 温 車農 昔 警

穣

騨

機定こごも錮の名称

舞建こども鰯分

長の疑名

幼権霞
'電' 

・ 繰奮議煙 ・ ″進章裁触理
(藤望ξするもげ)とこC))

諄芝こども囲分類襲

(暑  森)

(断 在 地)

く継  筆〉 納稚鐵 ・ 繰菅療手
〈経営主体)

4越聾する連のとこ◇)

(定 員〕 入
盤定こども翔を
練成する速識 (義  符ヽ}

(瞬 在 地)

モ犠  観〕 保斎機能施議

(経営主体喜 (定 員) 入

〆   八 (  むプo伊溝 懇鶏未満
章最育を必要とする予ども

/   入 〔  鶴〕
溝 8鎖以上 /   人 (  。ぬ)

と亀基外の子ども

/   A(  銘〉
講 3遼以上 〆   入 (  拇

/。 ,

録警露離澤とこ慕峰ヽて

燥育をとてⅢⅢる
子ども勢数

そ  月  縛)

合 詩 〆 八 《   挑

'と 教育及〔ド繰斎の露候や理念 そ幅が不羅する鋳合燃必ll級とこ認嘲l)

2 及 の

教育及篭ド保育の増標毯ク.ぴとと

主チ療内容

挙 不 轟 とこ盤裁〉

h中 ://asa.d五個団随鼈.asp.lgwanjpれ ewsearcwsrPrF12/mt 2020/03/18



義 船職踵回数 t輝麟特閣
教育還数 年間

弾露躍持箇
。畢 置  : 帯

・ i歳瞼露   :  ～
。そ得越   :  ～
体欄臣農 毎透 「建震、

運

(級奮持閥
モ教斎時閣
篭教育時廃

厨～ 露

)

)

〕
疼 月

◆繰育を必要なずる子ども承ガr軍〕子ども:こ 紺す」FO員螂緯鍵
月  癬～

爵  露～

月   露～

月

月

月

隠

口

房

幸育て支援事業舎

内      等 盆
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〔継と,子奮て1支援章こつ鼈Iては、少なくと 多ヽ省令第 2粂第 1号及び第2暑憾焼定する事業を行うことと

し、そ俗事特審を誕載するととし

【絲付書類ユ

(1〕 職農す)逮置及び贅犠奪羅書書

(2' 施設識盤報告書          ｀

(彗 〕一ユ 食事のと盤機報告書

(豊 〕-2 食事吟鍵撲串農告書 (必部搬入鍮機舎,

(3,一 患 食事の提操報告書 (自 題議理で調理業務を萎託する竜静答)

(4)教育及び繰育の内容報告書

(廟 〕 操育者鍮賛質の向上等霊》機皆審

(6夢 子育て支緩事業報警書

(7' 管理運営等報告書

(8, そば,f也魚事が必要を定める書類

機当者職・氏名

連絡先

h中 ://asa.dai置肛hokl.asplgwa=ljpれぃ埒earcVSrPrFlグ価 t 2020/03/18
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標式第S号 (第12条関係)

:            年  掘

隠 定 こ ど も 嗣 盛 生 騒 盗 書

韓      ‐

繊遺者 儀  所    I
I 氏  名      !  印

,    そ浅入11あ つて燃名穂ヽ及夢代歳著氏名〉

長鋳県無事

粟工9届路書i童盤定こども顔の機麓鍮みを廃生じて.納構醸〔繰育所又lま経耳舟お離背統

繊として尋1き
―統き施戯を選曽する鞘合とこ援農―すること。

雲焼織躍、繰背薦貫雄秘可外保育施難自体を康垂する場合は、学校教育族激《藤梶輩福亀監

議の規定に従い転 を行うことれなおその報舎撤こ裕展農書め鍵協争ま不要であること。

露

Page 12 of13

鬱
地

題
荘

も

斎

ユ

び
こ
激

窟

梯

懇

名

恣 狩|

所  在  地

蔑 五 り 線 轟 年  ヽ月   日

廃 生 俗 理 由

現 に 龍 繊 に

入 圏 して い る者
とこ対 す る 繊 置
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標式第 6号 (第 13条関係)

等  白  麟

隷 簿 こ ど も 圃 変 更 轟 麹 書

(謙幼維観浪ぴ操育顧変更届議書〕

長総熟無事 様

設置者 緯 夢T

氏 名

(線人億あ舎でとま李,秘漁ぴ代表奢飛名夢

等 羹 日  第   持で鶴窟を受 4す た事項につ笠ヽて、及めと碧り変更しますので、頑争とすll葺 ます。

糠持書類

変更内容が乱亀認できるもの

騨

、議窟こども躍の

墓確、浪毛ド所在地

名 徳・

所  在  地

変 更 内 ,癖

数 更 事 】質 変  更  薄町 変  更  機

変 更 等 舜 露 等   爵   露

賓 買 の 理 由

簿 考

h中 ://asa.dttinhttlasp.lgwanjpれ ewsearcVSrPrF12れ it 2020/03/18




